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ご　挨　拶
第 52 回　全日本医師剣道大会
高知大会会長　谷木　利勝

　平成 29 年 4 月 8 日（土）9日（日）に、「第 52 回全日本医
師剣道大会　わざわざ行こう高知大会」を高知市で開催する
運びとなりました。
　高知での開催は昭和 47 年、川田茂宏先生が第 7回大会を主
管されて以来、約半世紀 45 年を経過して 2度目になります。
今回は、会員同士の親睦を深めるための稽古時間がとれるよ
うに「廻り稽古」をとり入れております。
　高知県は、東は室戸岬から西は足摺岬まで約 200㎞の細長
い地形となっており、南は黒潮踊る太平洋、北は県土の 84％
を占める間近に迫った山々に囲まれ、水は澄み緑にあふれ、

空気の澄んだ環境に恵まれています。自然の他には何もありませんが、都会の喧騒を忘れ
心身のリフレッシュには最適の風土と思っています。
　歴史に目を向けると、平安時代に土佐日記を著した紀貫之、戦国武将では四国平定の長
宗我部元親、幕末より坂本竜馬、中岡慎太郎、三菱創始者の岩崎弥太郎、漁師ジョン万次
郎、総理大臣を務めた吉田茂らの偉人を排出しております。
　食文化は素晴らしく「地元のおいしい食べ物」部門でのランキング 1位に輝いておりま
す。
　観光では高知城、高知城歴史博物館、月の名所の桂浜・坂本龍馬像・坂本龍馬記念館、
自由民権記念館、よさこい情報交流館、龍馬の生まれた町記念館、最近のおすすめスポッ
トのひろめ市場などがあります。路面電車は、現存する国内路面電車では最古で最長の路
線です。市内を一望できる五台山には第 31 番札所竹林寺、牧野植物園があります。日曜
日には全国的に有名な日曜市が開かれています。
　おもてなしの精神で心よりお待ち申し上げております。

謹白
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祝　　　辞
全日本医師剣道連盟
会長　鏡山　博行

　本日ここ高知県立武道場において、第 52 回全日本医師剣道
大会が「わざわざ行こう高知大会」と銘うって盛大に開催さ
れますことを、心よりお喜び申し上げます。準備に当たられ
ました大会会長谷木利勝、大会実行委員長枝重恭一先生はじ
め実行委員の皆様方に厚く御礼申し上げます。
　男女を問わず、年齢を問わず、医療、医学研究、医学教育
に携わる傍ら、剣道に取り組まれている方々の生涯剣道実践
の場であるこの大会は、文字通り医師剣道の祭典であります。
日頃の稽古の成果を如何なく発揮し合い、学び合い、楽しみ
合い、語り合って有意義な 2日間にいたしましょう。

　「剣道は、命を捨てて切りかかってくる相手から身を守る技術をもとに発展してきたも
のであり、生か死かの、厳しい状況の中で生きなければならない真剣さを求めるものであ
る」、と先人が述べておられます。そのような厳しい状況に身を置いた稽古の中で、美し
い死に方を求める、そのためには美しい生き方を求めなければならない。そこにこそ私共
の稽古の究極の目的があるのではないかと考える次第です。
　本大会が我が国の伝統文化である剣道の正しい伝承に一役はたすことを期待します。
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祝　　　辞
高知県知事　尾﨑　正直

　「第 52 回全日本医師剣道大会　わざわざ行こう高知大会」
が、ここ高知県で盛大に開催されますことをお喜び申し上げ
ますとともに、皆さまのお越しを心から歓迎いたします。
　剣道は、老若男女を問わず生涯にわたって続けることがで
き、また「礼に始まり礼に終わる」と言われるように礼儀を
大切にするなど、心身ともに自分自身を成長させることがで
きるスポーツであり、武道です。
　今大会に出場される医師の皆さまは、日ごろのお忙しい業
務の合間を縫って練習に励まれ、今日のこの日を迎えておら
れることと思います。皆さま方が剣道を通じて自己研さんを

積んでこられたその成果が、本日いかんなく発揮されますことを大いに期待しています。
　本県では、平成 22 年に「日本一の健康長寿県構想」を策定し、保健、医療、福祉の各
分野の課題解決に向け、医療機関、医師会の皆さまとともに取組を進めています。PDCA
サイクルによる年４回の検証と毎年のバージョンアップを図りつつ、４年ごとに大改定を
行い、平成 28 年２月には第３期の構想となりました。この第３期の構想では、「県民の誰
もが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けることのできる高知県」を目指し、本県の抱
える課題に対して５つの柱を設定して、より重点的かつ骨太に対策を推進することにした
ところです。
　さて、本年（平成 29 年）と来年（平成 30 年）は大政奉還と明治維新からそれぞれ 150
年という節目の年に当たります。そこで、本県では本年３月４日から「志国高知　幕末維
新博」を開催しており、同日にオープンした土佐の歴史と文化の新拠点となる高知城歴史
博物館をメイン会場として、県内各地で様々なイベントを開催しております。この機会に
ぜひ、幕末維新博にもお立ち寄りくださいますようお願い申し上げます。
　結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力された関係者の皆さまに改めて敬意を表します
とともに、本大会のご成功と、ご参会の皆さまのますますのご健勝、ご活躍を祈念いたし
ましてお祝いの言葉といたします。

− 3−



ご　祝　辞
高知市長　岡崎　誠也

　「第 52 回全日本医師剣道大会わざわざ行こう高知大会」が
全国各地から多くの剣士の皆様方をお迎えして、盛大に開催
されますことを心よりお慶び申し上げますとともに、遠路お
越しの皆様方を心から歓迎いたします。
　高知市は、黒潮おどる太平洋に面し、年間を通して温暖な
気候で、坂本龍馬も泳いだといわれる清流「鏡川」が市の中
心部を太平洋に向けて流れる自然豊かなまちです。
　剣道は、人間形成の道とする理念のもと、勝負を競うだけ
ではなく、礼節の心を大切にし、武士道の文化を引き継ぐ日
本特有の武道として、「心・技・体」一体の鍛錬を通じ、青少

年の健全な育成や生涯スポーツとして健康の維持・増進に貢献するなど、現代社会におい
て大きな役割を果たしています。
　選手の皆様は、医師として、日々困難な状況や多忙を極めながらも、剣道を愛し、厳し
い稽古に耐え、強靭な心身と技術を身につけられるなど、剣道に対する熱意と真摯な姿勢
に心から敬意を表する次第です。
　試合では、持てる実力を十分発揮され、上位入賞を目指し熱戦をくり広げられることは
もとより、剣道を愛する医師仲間との情報交換や交流・親睦を深められるなど、実り多い
大会となることを願っております。
　高知では、本年が大政奉還 150 年に当たることから「志国高知　幕末維新博」をはじめ
様々な関連イベントが開催されております。せっかく「わざわざ」おいでいただきました
ので、ぜひ立ち寄られ、高知の坂本龍馬や山内容堂が日本を大きく変えた偉業など、伝統
ある歴史・文化や海山川など雄大な自然にふれるとともに、高知が育んだ美味しい料理を
十分に味わっていただき、高知での良い思い出となることを心から願っております。
　最後になりますが、本大会の開催にあたり、多大なご尽力をいただいております全日本
医師剣道連盟をはじめ、関係の皆様方に感謝申し上げますとともに、本大会の今後ますま
すの発展と皆様方のご活躍を祈念いたしまして、歓迎の挨拶といたします。
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祝　　　辞
全日本剣道連盟
会長　張　富士夫

　第 52 回全日本医師剣道大会が、高知県立武道館において盛
大に開催されるにあたり、お祝いの言葉を申し上げます。
　本大会は、昭和 34 年より日本医学会総会の交歓行事として
４年に１度の開催でしたが、昭和 43 年より毎年開催されるこ
とになりました。東日本大震災により大会の中止を余儀なく
された年もありましたが、歴史ある大会であります。
　全日本医師剣道連盟の方々が、剣道を通じて心身を錬磨し
つつ、日常の活動に成果を挙げられることは、剣道界にとり
ましては、その仕事の社会における重要性からも誠に有り難
いことと感じます。皆様の日常の活動は、剣道の普及と評価

を高めるとともに、社会的に多大な影響を与えております。今後も、文武両道にわたるご
精進をお願いいたすものであります。
　日頃より剣道界の各行事において、専門家として講習会の講師、安全面への啓発活動、
ドーピング防止活動をはじめ、大会・審査会などの行事における緊急医療の担当医として
ご尽力をいただくとともに、各専門委員会での審議、助言など多方面に亘り、ご指導とご
協力を賜り深くお礼申し上げる次第です。
　さらに、全日本医師剣道連盟・トレーニングコーチ・栄養管理士の皆様のご尽力により、
「剣道医学Ｑ＆Ａ」「救急ハンドブック」の第３版を刊行することができました。「剣士の
ためのアンチ・ドーピングマニュアル」と共に、剣道愛好者の健康と安全性を高め、生涯
剣道を目指す方々の副読本として活用されております。
　最後に、医師の剣道愛好者の方々がお互いの交流親睦を深め「医剣不岐」「医剣一如」
の理念を貫き、剣道の修錬を続けておられることに敬意を表します。本大会が、参加者各
位の日常の修錬の成果を発揮される場として、今後も意義ある大会として発展して行かれ
ることを祈念し、御挨拶といたします。
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祝　　　辞
高知県剣道連盟
会長　渡邉　三則

　このたびは、高知へようこそお越しいただきました。
　第 52 回全日本医師剣道大会が本県において、この様に盛大
に開催されますことは、誠に喜ばしく心からお祝い申し上げ
ます。
　また高知県剣道連盟といたしましても、全国各地からご来
県下さいました剣道を愛好する選手・役員の医師の先生方の
ご参加、心から歓迎申し上げ、大会運営に尽力いたす所存で
ございます。
　かえりみますと高知では、昭和 47 年 9 月 15 日に、第 7回
大会が川田茂宏先生のもとで開催されました。それから 45 年

が経過しております。今回は谷木利勝先生、枝重恭一先生が中心となって鋭意準備をすす
めて参りました。
　土佐は、北には四国山脈がそびえ南には太平洋が広がり隔離された特殊な風土です。戦
国武将で四国を平定した長宗我部元親、幕末より坂本龍馬、中岡慎太郎、漁師ジョン万次
郎、三菱創始者の岩崎弥太郎、総理大臣を務めた吉田茂、剣道では高野佐三郎先生、高橋
赳太郎先生とともに「三郎三傑と言われた川崎善三郎先生らの偉人が出ております。
　現在高知駅前には坂本龍馬、中岡慎太郎、武市半平太の像もございます。坂本龍馬は
19 才の時に江戸に出て、北辰一刀流千葉定吉（千葉周作の弟）に入門、修行を積んで塾
頭となり「北辰一刀流長刀兵法目録」が与えられました。
　剣道は我が国における伝統文化です。生死の間合いで修行を積んでゆくものであり、剣
の理法の修練による人間形成の道です。医師剣士の先生方は日頃患者さんの生命と真摯に
向き合い、診療、研究に医剣不岐の心で臨んでいると伺っています。文武両道を実践され
ている医師の先生方は、忙しい診療の中で限られた時間をやりくりして稽古に励み、心身
を鍛えてこられたことと思います。剣道を生涯の友として日々努力を続けてこられました
皆様に、心から敬意を表する次第であります。
　大会では、お互いの交歓・親睦をはかると共に、心の交流を深め、日頃の稽古の成果を
披露し、合気になって気剣体一致の有効打突を目指し頑張っていただきたいと思います。
　本大会開催のためにご尽力いただきました関係各位の皆様に敬意を表すとともに、全日
本医師剣道連盟の益々のご発展と、今後先生方のご活躍を心からお祈り申し上げ、歓迎の
ご挨拶といたします。
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祝　　　辞
一般社団法人高知県医師会

会長　岡林　弘毅

　このたび、第 52 回全日本医師剣道大会がこの高知県におい
て開催されますことを心より歓迎し、お祝い申し上げます。
　本大会にお集まりの先生方におかれましては、日常診療や
医師会活動でご多忙の傍ら、日々稽古に励まれ、鍛錬に勤し
まれておられるところであり、その真摯な姿勢に、大いに、
敬服いたしております。
　剣道は、単なるスポーツとしてではなく、稽古によって心
身を鍛錬し、人間形成を目指す武道としての側面があり、技
を磨くだけでなく、人格の完成を目指すとしております。礼
節を尊び、信義を重んじ、誠を尽すを旨とする修練の心構えは、

医療現場においても、医師として患者に相対する姿勢に通じるものがあろうかと存じます。
医療に最も必要なのは、技量も然りながら、患者との信頼関係であるといわれており、ま
さに、先生方の文武両道の精神は医療に生かされているものと確信するところです。
　ところで、高知といえば、坂本龍馬が有名でございますが、龍馬はここ高知において幼
少期より剣の道を志し、江戸の千葉道場において北辰一刀流を修め、時代にその名を刻ん
だのはご案内の通りです。桂浜には龍馬像や龍馬記念館があり、市内上町には坂本龍馬生
誕地や龍馬の生まれたまち記念館もございます。また、坂本龍馬の書状をはじめとする幕
末・維新関連資料、土佐藩主山内家に伝わる美術品などを収蔵する「高知県立高知城歴史
博物館」が 3月 4日にオープンするとともに、「志国高知　幕末維新博」が開催されます。
是非ともお立ち寄りいただき、高知を楽しんでいたければ幸いに存じます。
　末筆ながら、本大会を通じて先生方の親睦がより深まり、さらには、医師会を中心とし
た、より良い医療連携が構築されますことを祈念申し上げお祝いの言葉といたします。
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大　会　日　程

4 月 8日（土曜）
　正午受付	 高知県立武道館
　午後 1時	 開会式　挨拶祝辞
	 日本剣道形（谷木利勝	─	枝重恭一）
	 居合道演武（高知県剣道連盟居合道部）
　午後 2時	 審査形式立ち合い（2分、2試合、2試合場）
　午後 4時	 廻り稽古（１回 2分、約 30 分間）
	 自由稽古
	 稽古終了後にホテルまでバスを 2便出します。
	 （所要時間約 10 分）
　午後 6時	 幹事会　ザ	クラウンパレス新阪急高知　3階　薔薇の間
　午後 7時 15 分～	 懇親会　ザ	クラウンパレス新阪急高知　3階　蘭の間
　午後 9時 30 分～	 二次会　ザ	クラウンパレス新阪急高知　3階　花の間

4 月 9日（日曜）　
　午前 7時 45 分	 第 1 便　バス出発（所要時間約 10 分）
　午前 8時 15 分	 第 2 便　バス出発（所要時間約 10 分）
　午前 8時	 自由稽古
　午前 9時	 集合写真
　午前 9時 15 分	 年代別個人戦（3分、2試合、2試合場）
　午後 12 時	 昼食　　研修
　午後 12 時 30 分	 閉会式
	 表彰
	 審判長講評
　午後 1時までに閉会
　閉会後　約 1時間　自由合同稽古
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大　会　役　員

参　与	 高橋　淳二　　杉本　圭弘

大会会長	 谷木　利勝

大会実行委員長	 枝重　恭一

審判長	 橋本　健蔵 範士八段

副審判長	 安岡　　孝 教士八段　　葛目　敬司 教士八段

審判員	 高知県剣道連盟

	 岩崎　崇訓　　門田　敏裕　　小松　憲功　　下坂　速人

	 田村　秀司　　中谷　章廣　　中野　邦彦　　野中　健作

	 濱田善司郎　　松田　忠男　　山岡　拾一　　吉田　耕一

大会運営	 高知県剣道連盟

	 高知県庁剣道部

	 高知大学　剣道部

	 高知大学　医学部　剣道部

	 たけい薬局

	 有志

事務局	 枝重　恭一　竹井　正生
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開 会 式 次 第

１）	 大会開会宣言	 大会実行委員長	 枝重　恭一
２）	 物故会員への黙祷
３）	 国旗、連盟旗　拝礼
４）	 国歌斉唱
５）	 大会会長　挨拶	 第 52 回全日本医師剣道大会　会長	 谷木　利勝
６）	 祝　辞	 高知県知事	 尾﨑　正直
	 	 高知県剣道連盟　会長	 渡邉　三則
	 	 高知県医師会　会長	 岡林　弘毅
	 	 高知県県会議員	 桑名　龍吾
	 	 全日本医師剣道連盟会長	 鏡山　博行
７）	 審判長　説示	 審判長　剣道範士八段	 橋本　健蔵
	 日本剣道形
	 　　　　打太刀　　　　　　　剣道教士七段　　谷木　利勝
	 　　　　仕太刀　　　　　　　剣道教士七段　　枝重　恭一

	 居合道演武　　　高知県剣道連盟　居合道部
	 　　　　立　合　　　　　　　居合道範士八段　	三谷　昭雄
	 　　　　演　舞　　　　　　　居合道教士八段　	松田　忠男
	 　　　　　　　　　　　　　　居合道教士八段　	畠中　伸一
	 　　　　　　　　　　　　　　居合道教士八段	　氏原　俊一

閉 会 式 次 第

１）	 成績発表・表彰	 大会会長	 谷木　利勝
２）	 審判長講評	 審判長　剣道範士八段	 橋本　健蔵
３）	 大会会長挨拶	 第 52 回全日本医師剣道大会会長	 谷木　利勝
４）	 次回大会会長挨拶	 第 53 回全日本医師剣道大会会長	 菅　　義行
５）	 閉会宣言	 大会実行委員長	 枝重　恭一
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懇 親 会 次 第

挨　拶
　会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷木　利勝
　高知県剣道連盟　前会長　　　　　　　　　友永　隆雄
　参与　高橋病院院長　　　　　　　　　　　高橋　淳二
　53回大会会長　　　　　　　　　　　　　　管　　義行

乾　杯
　杉本眼科　　　　　　　　　　　　　　　　杉本　圭弘

中締め
　土佐生涯剣友会　会長　　　　　　　　　　常光　　彰
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試　合　方　法

１　審査形式立合い（８日）

　　　立ち合い時間：２分　　２試合
　　　第１試合場、第２試合場にて行う
　　　相手を替えて２回立ち合う
　　　各試合場にて模擬審査を行い、各選手に評価結果を手渡す

２　年代別個人戦（９日）

　　　試合時間：３分、３本勝負
　　　第１試合場、第２試合場にて行う
　　　相手を替えて２回行う

　　　（財）全日本剣道連盟　試合・審判規則による
　　　年代別個人戦にて優秀選手約 10 名を選出する

　○剣道具は４月８日（土曜日）夜、武道館に置いておくことが可能です
　　　　１階　剣道場　柔道場
　　　　３階　試合場
　　　　４階　観客席

　○更衣する場所
　　　　男性　　西日本　１階　剣道場　　
　　　　　　　　東日本　１階　柔道場　
　　　　　　　　４階　観客席
　　　　女性　　１階　女性更衣室

　○シャワー設備
　　　　１階　　奥にある更衣室に隣接
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立ち合い・試合　欠席者への対応方法

欠席者の対応：審査形式立合い（８日）

ＡＢＣＤ　　ＡＢ	ＣＢ	ＣＤ　ＡＤ
ＡＢＣ　　　ＡＢ	ＣＢ	ＣＡ　Ａが移動する
ＡＢＣＤＥ　ＡＢ	ＣＢ	ＣＤ	ＥＤ	ＥＡ　Ａが移動する

欠席者の対応：年代別個人戦（９日）

1 名欠席　：　欠席者の次の選手が繰り上がって２回試合をする

　１　　　　　Ａ　　　　　１　　　　　Ａ
　２　×　３　Ｂ　　　　　２　Ｃ　×　Ｂ
　３　　　　　Ｃ　　　　　３　　　　　Ｃ
　　　　　　　　
　１　　　　　Ａ　　　　　１　　　　　Ａ
　２　×　４　Ｂ　　　　　２　Ｄ　×　Ｂ
　３　×　５　Ｃ　　　　　３　Ｅ　×　Ｃ
　４　　　　　Ｄ　　　　　４　　　　　Ｄ
　５　　　　　Ｅ　　　　　５　　　　　Ｅ
　　　　　　　　
　１　　　　　Ａ　　　　　１　　　　　Ａ
　２　×　５　Ｂ　　　　　２　Ｅ　×　Ｂ
　３　×　６　Ｃ　　　　　３　Ｆ　×　Ｃ
　４　×　７　Ｄ　　　　　４　Ｇ　×　Ｄ
　５　　　　　Ｅ　　　　　５　　　　　Ｅ
　６　　　　　Ｆ　　　　　６　　　　　Ｆ
　７　　　　　Ｇ　　　　　７　　　　　Ｇ
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大会会場
高知県立武道館

〒 780–0850　高知県高知市丸ノ内１丁目８番３号
ＴＥＬ .	０８８–８２５–１２７１（代表）
ＦＡＸ . ０８８–８２５–１２７４

交通手段ご案内

　路面電車　JR高知駅からはりまや橋・さんばし方面行き→３分
　　　　　　はりまや橋下車→鏡川橋・朝倉・いの方面行き→７分
　　　　　　グランド通り下車→徒歩 10 分

　バ　　ス　高知龍馬空港から空港連絡バス朝倉行き→約 45 分
　　　　　　県庁前下車→徒歩 10 分

　自 動 車　高知自動車道	高知 IC から約６㎞　約 20 分
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会　場　案　内

　　　　　　受付　　　　　１F　玄関
　　　　　　剣道試合会場　３F　試合場
　　　　　　男性　　　　　更衣・剣道具・荷物（１Ｆ・３Ｆ・４Ｆ）
　　　　　　女性　　　　　更衣（１Ｆ更衣室・洗面）
　　　　　　　　　　　　　剣道具・荷物（１Ｆ・３Ｆ・４Ｆ）

武道館正門は、旧致道館の表門で当時の姿を残している。
参政吉田東洋が 16代藩主山内豊範の命により文久２年（1862）文武館を開設した。藩士の教育によって
藩政の強化をはかるための殿堂として建設された。文武館は文館と武校に分かれ、文館には史学・径学・書学・
藩書・国学・兵学等諸学科が置かれ、そのおのおのに教授あるいは助教授が任命されたという。また、武校
では、弓術・馬術・剣術・砲術・槍術等の指南役が置かれ、文武両道の理想実現に努めた。文武館は慶応元
年（1865）致道館と改めた。

【沿革】
文久２年（1862）　文武館を開設
慶応元年（1865）　致道館と改称
昭和54年（1979）　高知県立武道館を開設
昭和55年（1980）　旧致道館門　開門式
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武道館　３F　４F
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懇親会会場
ザ	クラウンパレス新阪急高知
〒 780–0870　高知県高知市本町４丁目２− 50
ＴＥＬ .	０８８–８７３–１１１１
ＦＡＸ . ０８８–８７３–１１４５

交通手段ご案内

　飛行機　大阪から 40 分  東京から 70 分  福岡から 50 分
　　　　　高知龍馬空港から車で 30 分
　　　　　空港連絡バスで県庁前まで 45 分

　電　車　JR大阪駅から瀬戸大橋経由で約 3時間 20 分
　　　　　JR高知駅から車で 5分

　自動車　高知自動車道	高知 IC から車で 15 分

　駐車場情報　国道 32 号線・ホテル正面玄関側	( 路面電車道路側 ) よりご進入下さい。
　　　　　　　ご宿泊のお客様は、1泊 1台	900 円（税込）にてご利用頂けます。
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1 A マツシタ	ナオヤ
松下　正矢 三 愛知県 41 名古屋大 B ミヤザキ	アツシ

宮﨑　敦史 三 宮城県 51 東北大

C カタヤマ	カンジ
片山　寛次 三 福井県 63 関西医 D

2 A タカハシ	マサキ
高橋　正樹 四 高知県 36 昭和歯 B マツイ	ダイスケ

松井　大輔 四 京都府 35 鶴見大歯

C ハマダ	カヨ
濱田　佳世 四 高知県 46 藤田保衛 D イワサカ	ジュンジ

岩坂　潤二 四 大阪府 46 関西医科

3 A タニガミ	ヒロノブ
谷上　博信 四 兵庫県 57 大阪大 B シブヤ	セイ

渋谷　　整 四 香川県 48 川崎医

C ヒョウドウ	トオル
兵藤　　透 四 神奈川県 58 鳥取 D ホソギ	シンコ

細木　信吾 四 高知県 47 岡山大

4 A ネモト	タカアキ
根本　隆章 五 神奈川県 36 聖マリアンヌ B フクザワ	ツヨシ

福澤　　毅 四 神奈川 32 東海大

C ヤマダ	タカヨシ
山田　高義 四 高知県 44 香川医 D イシヤマ	ユウイチ

石山　雄一 五 神奈川県 32 東海大

5 A キリサワ		トモコ
桐澤　知子 五 大阪府 41 広島大歯 B アマノ	カズシ

天野　一志 五 宮崎県 42 徳島大

C タケイシ	ヒロキ
武石　浩欣 五 神奈川県 44 東海大 D ヤマナカ	シンゴ

山中　伸悟 五 高知県 45 高知医

6 A イシカワ	ハジメ
石川　　原 五 滋賀県 47 近畿大学 B アボ	タカフミ

阿保　貴章 五 長崎県 45 長崎大

C ナリタ	マサシ
成田　　雅 五 沖縄県 48 岩手医 D カワカミ	タダシ

川上　　格 五 岩手県 46 山形大

7 A ミヤザキ	マサカズ
宮崎　眞和 五 京都府 48 大阪医大 B シムラ	シンイチロウ

志村信一郎 五 東京都 47 東海大

C フクダ	カズヒロ
福田　和弘 五 大阪府 54 三重大 D

8 A ハヤシ	アキト
林　　明人 五 茨城県 60 順天堂医 B ユイ	カツユキ

由井　克之 五 長崎県 60 信州大

C ミタ	シュウジ
箕田　修治 五 熊本県 61 熊本大 D ヤスダ	カツヒロ

安田　勝裕 五 徳島県 58 徳島歯

9 A ヤマモト	ケンジ
山本　憲治 五 高知県 60 北大 B アシダ	ヒカル

芦田　　光 五 京都府 68 大阪医大

C カンベ		キヨヒコ
神部　清彦 五 神奈川県 69 独協医 D イサジ	シュウジ

伊佐地秀司 五 三重県 63 三重大

10 A クボタ	ノブヒト
久保田暢人 六 兵庫県 41 岡山大 B マスダ	ケンタロウ

増田健太郎 錬六 愛知県 43 藤田保衛

C ヨシダ	アツシ
吉田　　純 六 福岡県 45 久留米大 D ノミヤマ	タカシ

野見山　崇 六 福岡県 46 順天堂医

11 A マツイ	ヒロシ
松井　　博 錬六 群馬県 47 高知医 B キタハマ	ヨシヒロ

北浜　義博 六 静岡県 47 浜松医

C オニヅカ	マサナリ
鬼塚　正成 六 長崎県 51 長崎大 D オツジ	ミズト

尾辻　瑞人 六 東京都 55 千葉大

12 A シマサキ	セイジ
嶋﨑　聖二 錬六 高知県 55 昭和歯科 B カイ	ユタカ

甲斐　　豊 錬六 熊本県 55 熊本大

C モリ	タカシ
森　　能史 六 大阪府 57 久留米医 D シンドウ	ヒロシ

新藤　　寛 錬六 千葉県 56 千葉大

審査形式立合い（8日）第1試合場　2分間	 A−B		C−B		C−D		A−D
	 A−B		C−B		C−A
	 A−B		C−B		C−D		E−D		E−A

48−2	=	46
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1 A サカタ	カツミ
坂田　勝巳 六 神奈川県 53 三重大 B ナカイ	ナオコ

中井　尚子 六 東京都 53

C ワダ	テツナリ
和田　哲成 六 兵庫県 53 高知医大 D

2 A ナカイ	テツジ
中井　哲慈 六 東京都 55 防衛医 B クサガヤ	ヒロミツ

草谷　洋光 錬六 東京都 58 東京医

C ナガノ	キミアキ
長野　公昭 錬六 三重県 58 順天堂医 D ナガノ	キミアキ

長野　公昭 錬六 三重県 58 順天堂医

3 A サクマ	ヒロシ
佐久間　洋 錬六 埼玉県 59 独協医 B サノ	ジュンジロウ

佐野順次郎 六 東京都 67 札幌医

C サトウ	コウイチロウ
佐藤幸一郎 錬六 宮城県 58 東海大 D

4 A ツカモト	ヒロヒサ
塚本　林巧 教七 大分県 49 岡山大歯 B シノハラ	ヒサミツ

篠原　永光 錬七 香川 42 徳島大

C フクシマ	タカユキ
福島　孝幸 教七 千葉県 56 日大歯 D クラツ	シゲユキ

倉都　滋之 教七 大阪府 56 徳島大

5 A イシイ	ヤスタカ
石井　靖隆 錬七 京都府 54 鳥取大 B アベ	タダシ

阿部　　正 錬七 東京都 54 昭和大医

C オオイワ	マコト
大岩　　真 錬七 茨城県 52 奥羽大歯 D ムタ	ミキヒサ

牟田　幹久 錬七 長崎県 57 久留米医

6 A ヤトミ	シュンタロウ
弥富俊太郎 錬七 東京都 56 高知医大 B ホリエ	タカシ

堀江　　貴 教七 島根県 61 鳥取大

C ハタケヤマ	シゲキ
畠山　茂毅 錬七 香川県 62 徳島大 D ナガヤマ	モリタカ

永山　盛隆 錬六 沖縄県 60 名古屋大

7 A ナカムラ	シゲキ
中村　茂樹 錬七 新潟県 60 新潟大 B オギワラ	イチロウ

荻原　一郎 教七 東京都 60 慈恵医大

C シバタ	カズヤ
柴田　和弥 教七 大阪府 60 防衛医大 D オクシマ	ノリヒコ

奥島　憲彦 教七 沖縄県 62 熊本大

8 A カン	ヨシユキ
菅　　義行 教七 岩手県 61 帝京大 B ノムラヒデアキ

野村　秀明 錬七 兵庫県 63 神戸大

C シミズ	コウジ
清水　浩二 教七 神奈川県 64 昭和医 D カサマツ	ノリオ

笠松　紀雄 錬七 静岡県 61 千葉大

9 A シノハラ	ヨシトモ
篠原　義智 練七 東京都 64 新潟大 B ヤギ　カズノリ

八木　和徳 教七 新潟県 66 新潟大

C エダシゲ	キヨウイチ
枝重　恭一 教七 高知県 67 大阪医大 D

10 A ニシモト	タカシ
西本　　孝 七 大阪府 68 大阪医大 B ミヤサカ	ノブユキ

宮坂　信之 教七 東京都 69 東京医歯

C モロキ	ノブト
萬木　信人 教七 長崎県 68 長崎大 D ヒダカ	ヒサミツ

日高　久光 教七 福岡県 68 久留米

11 A ミヤサカ	マサユキ
宮坂　昌之 教七 大阪府 69 京都大 B カバシマ	テイゾウ

椛島　悌蔵 教七 茨城県 70 東京医歯

C タニオカ　ツネオ
谷岡　恒雄 教七 大阪府 71 大阪大 D

12 A カノ	モトノリ
加野　資典 教七 福岡県 75 九州大 B ヤマモト	シンイチロウ

山本晋一郎 教七 岡山県 75 岡山大

C ナガノ	タクゾウ
長野　拓三 教七 大阪府 74 鳥取医 D ナカヤマ	ヒサオ

中山　尚夫 教七 三重県 77 三重県立

13 A ハマ	ヒロキ
濱　　弘毅 教七 東京都 75 慈恵会医 B イトウ	ヤスノリ

伊藤　保憲 教七 香川県 75 岡山大

C サトウ	ヨシノリ
佐藤　義典 教七 兵庫県 80 徳島大 D イナムラ	ユキオ

稲村　征夫 教七 東京都 75 東京医歯

審査形式立合い（8日）第2試合場　2分間	 A−B		C−B		C−D		A−D
	 A−B		C−B		C−A
	 A−B		C−B		C−D		E−D		E−A

52−4	=	48− 19 −



４月９日（日曜日）第１試合　第１試合場
赤 白

1 コバヤシ	シゲタカ
小林　繁貴 初 沖縄県 31 琉球大 1 モリカワ	ノボル

森川　　昇 三 京都府 30 近畿大医

2 マツシタ	ナオヤ
松下　正矢 三 愛知県 41 名古屋大 2 モリカワ	ノボル

森川　　昇 三 京都府 30 近畿大医

3 カタヤマ	カンジ
片山　寛次 三 福井県 63 関西医 3 ミヤザキ	アツシ

宮﨑　敦史 三 宮城県 51 東北大

4 マツイ	ダイスケ
松井　大輔 四 京都府 35 鶴見大歯 4 フクザワツヨシ

福澤　　毅 四 神奈川 32 東海大

5 マツイ	ダイスケ
松井　大輔 四 京都府 35 鶴見大歯 5 イワサカ	ジュンジ

岩坂　潤二 四 大阪府 46 関西医科

6 ハマダ	カヨ
濵田　佳世 四 高知県 46 藤田保衛 6 タカハシマサキ

高橋　正樹 四 高知県 36 昭和歯

7 ヤマダ	タカヨシ
山田　高義 四 高知県 44 香川医 7 イワサカ	ジュンジ

岩坂　潤二 四 大阪府 46 関西医科

8 バンドウ	ミチヤ
坂東　道哉 四 東京都 48 岐阜医 8 シブヤ	セイ

渋谷　　整 四 香川県 48 川崎医

9 ホソギ	シンゴ
細木　信吾 四 高知県 47 岡山大 9 マキノトモカズ

牧野　智和 四 兵庫県 52 徳島大

10 タニガミ	ヒロノブ
谷上　博信 四 兵庫県 57 大阪大 10 ヒョウドウ	トオル

兵藤　　透 四 神奈川県 58 鳥取

11 ネモト	タカアキ
根本　隆章 五 神奈川県 36 聖マリアンヌ 11 アマノ	カズシ

天野　一志 五 宮崎県 42 徳島大

12 キリサワ	トモコ
桐澤　知子 五 大阪府 41 広島大歯 12 イシヤマユウイチ

石山　雄一 五 神奈川県 32 東海大

13 ヤマナカ	シンゴ
山中　伸悟 五 高知県 45 高知医 13 アボ	タカフミ

阿保　貴章 五 長崎県 45 長崎大

14 イシカワ	ハジメ
石川　　原 五 滋賀県 47 近畿大学 14 カワカミ	タダシ

川上　　格 五 岩手県 46 山形大

15 タケイシ	ヒロキ
武石　浩欣 五 神奈川県 44 東海大 15 ドイ	カツミ

土居　克三 五 広島県 44 浜松医

16 ササキ	カツヤ
佐々木克也 五 徳島県 49 徳島大 16 シムラ	シンイチロウ志村信一郎 五 東京都 47 東海大

17 ナリタ	マサシ
成田　　雅 五 沖縄県 48 岩手医大 17 ミヤザキ	マサカズ宮崎　眞和 五 京都府 48 大阪医大

18 フクダ	カズヒロ
福田　和弘 五 大阪府 54 三重大 18 オオニシ	ツカサ

大西　　司 五 東京都 57 昭和医

19 ヤスダカツヒロ
安田　勝裕 五 徳島県 58 徳島歯 19 ユイ	カツユキ

由井　克之 五 長崎県 60 信州大

20 ハヤシ	アキト
林　　明人 五 茨城県 60 順天堂医 20 イサジ	シュウジ

伊佐地秀司 五 三重県 63 三重大

21 ミタ	シュウジ
箕田　修治 五 熊本県 61 熊本大 21 ヤマモト	ケンジ

山本　憲治 五 高知県 60 北大

22 カンベ	キヨヒコ
神部　清彦 五 神奈川県 69 独協医 22 アシダ	ヒカル

芦田　　光 五 京都府 68 大阪医大

23 ヨシダ	アツシ
吉田　　純 六 福岡県 45 久留米大 23 クボタ	ノブヒト

久保田暢人 六 兵庫県 41 岡山大

24 ノミヤマ	タカシ
野見山　崇 六 福岡県 46 順天堂医 24 キタハマ	ヨシヒロ

北浜　義博 六 静岡県 47 浜松医

25 マツイ	ヒロシ
松井　　博 錬六 群馬県 47 高知医 25 マスダ	ケンタロウ

増田健太郎 錬六 愛知県 43 藤田保衛

26 オニヅカ	マサナリ
鬼塚　正成 六 長崎県 51 長崎大 26 ワダ	テツナリ

和田　哲成 六 兵庫県 53 高知医大

27 ナカイ	ナオコ
中井　尚子 六 東京都 53 27 フクモト	タクオ

福本　卓夫 錬六 愛媛県 52 徳島大

28 ナカイ	テツジ
中井　哲慈 六 東京都 55 防衛医 28 シマサキ	セイジ

嶋﨑　聖二 錬六 高知県 55 昭和歯科

56−3	=	53
− 20 −



４月９日（日曜日）第１試合　第２試合場
赤 白

1 アベ	タダシ
阿部　　正 錬七 東京都 54 昭和大医 1 オツジ	ミズト

尾辻　瑞人 六 東京都 55 千葉大

2 シンドウ	ヒロシ
新藤　　寛 錬六 千葉県 56 千葉大 2 サクマ	ヒロシ

佐久間　洋 錬六 埼玉県 59 独協医

3 ナガノ	キミアキ
長野　公昭 錬六 三重県 58 順天堂医 3 モリ	タカシ

森　　能史 六 大阪府 57 久留米医

4 ミヤモトオサム
宮本　　修 六 香川県 61 香川医 4 サトウ	コウイチロウ

佐藤幸一郎 錬六 宮城県 58 東海大

5 サノ	ジュンジロウ
佐野順次郎 六 東京都 67 札幌医 5 カイ	ユタカ

甲斐　　豊 錬六 熊本県 55 熊本大

6 ツカモト	ヒロヒサ
塚本　林巧 教七 大分県 49 岡山大歯 6 フクシマ	タカユキ

福島　孝幸 教七 千葉県 56 日大歯

7 ツカモト	ヒロヒサ
塚本　林巧 教七 大分県 49 岡山大歯 7 クラツ	シゲユキ

倉都　滋之 教七 大阪府 56 徳島大

8 シノハラヒサミツ
篠原　永光 錬七 香川 42 徳島大 8 フクシマ	タカユキ

福島　孝幸 教七 千葉県 56 日大歯

9 イシイ	ヤスタカ
石井　靖隆 錬七 京都府 54 鳥取大 9 オオイワ	マコト

大岩　　真 錬七 茨城県 52 奥羽大歯

10 イシハマ	ヒデノブ
石濱　英暢 教七 香川県 55 日本医大 10 ナガヤマ	モリタカ

永山　盛隆 錬七 沖縄県 60 名古屋大

11 ムタ	ミキヒサ
牟田　幹久 錬七 長崎県 57 久留米医 11 ヤトミ	シュンタロウ

弥富俊太郎 錬七 東京都 56 高知医大

12 ノムラヒデアキ
野村　秀明 錬七 兵庫県 63 神戸大 12 ホリエ	タカシ

堀江　　貴 教七 島根県 61 鳥取大

13 ナカムラ	シゲキ
中村　茂樹 錬七 新潟県 60 新潟大 13 シバタ	カズヤ

柴田　和弥 教七 大阪府 60 防衛医大

14 オギショウ	ノリユキ荻荘　則幸 教七 新潟県 60 弘前 14 オクシマ	ノリヒコ
奥島　憲彦 教七 沖縄県 62 熊本大

15 ハタケヤマ	シゲキ
畠山　茂毅 錬七 香川県 62 徳島大 15 オクシマ	ノリヒコ

奥島　憲彦 教七 沖縄県 62 熊本大

16 オギワラ	イチロウ
荻原　一郎 教七 東京都 60 慈恵医大 16 カサマツ	ノリオ

笠松　紀雄 錬七 静岡県 61 千葉大

17 シノハラ	ヨシトモ
篠原　義智 練七 東京都 64 新潟大 17 カン	ヨシユキ

菅　　義行 教七 岩手県 61 帝京大

18 ヤギ	カズノリ
八木　和徳 教七 新潟県 66 新潟大 18 ミヤサカ	マサユキ宮坂　昌之 教七 大阪府 69 京都大

19 エダシゲ	キヨウイチ枝重　恭一 教七 高知県 67 大阪医大 19 ヒダカ	ヒサミツ
日高　久光 教七 福岡県 68 久留米

20 タニキ	トシカツ
谷木　利勝 教七 高知県 68 徳島大 20 オケダ	トシミツ

桶田　俊光 教七 福岡県 67 九州大

21 ニシモト	タカシ
西本　　孝 七 大阪府 68 大阪医大 21 カノ	モトノリ

加野　資典 教七 福岡県 75 九州大

22 ヤギ	カズノリ
八木　和徳 教七 新潟県 66 新潟大 22 タニオカ	ツネオ

谷岡　恒雄 教七 大阪府 71 大阪大

23 カバシマ	テイゾウ
椛島　悌蔵 教七 茨城県 70 東京医歯 23 モロキ	ノブト

萬木　信人 教七 長崎県 68 長崎大

24 カバシマ	テイゾウ
椛島　悌蔵 教七 茨城県 70 東京医歯 24 シミズ	コウジ

清水　浩二 教七 神奈川県 64 昭和医

25 ナガノ	タクゾウ
長野　拓三 教七 大阪府 74 鳥取医 25 オオネ	ヒロノブ

大祢　廣伸 教七 茨城県 69 昭和大

26 ハマ	ヒロキ
濱　　弘毅 教七 東京都 75 慈恵会医 26 ヤマモト	シンイチロウ山本晋一郎 教七 岡山県 74 岡山大

27 イトウ	ヤスノリ
伊藤　保憲 教七 香川県 75 岡山大 27 イナムラ	ユキオ

稲村　征夫 教七 東京都 75 東京医歯

28 ナカヤマ	ヒサオ
中山　尚夫 教七 三重県 77 三重県立 28 サトウ	ヨシノリ

佐藤　義典 教七 兵庫県 80 徳島大

56−4	=	52
− 21 −



４月９日（日曜日）第２試合　第１試合場
赤 白

1 コバヤシ	シゲタカ
小林　繁貴 初 沖縄県 31 琉球大 1 ミヤザキ	アツシ

宮﨑　敦史 三 宮城県 51 東北大

2 マツシタ	ナオヤ
松下　正矢 三 愛知県 41 名古屋大 2 イワサカ	ジュンジ

岩坂　潤二 四 大阪府 46 関西医科

3 ヤマダ	タカヨシ
山田　高義 四 高知県 44 香川医 3 ミヤザキ	アツシ

宮﨑　敦史 三 宮城県 51 東北大

4 フクザワ	ツヨシ
福澤　　毅 四 神奈川 32 東海大 4 タカハシ	マサキ

高橋　正樹 四 高知県 36 昭和歯

5 マツイ	ダイスケ
松井　大輔 四 京都府 35 鶴見大歯 5 モリカワ	ノボル

森川　　昇 三 京都府 30 近畿大医

6 イシカワ	ハジメ
石川　　原 五 滋賀県 47 近畿大学 6 ヒョウドウ	トオル

兵藤　　透 四 神奈川県 58 鳥取

7 カタヤマ	カンジ
片山　寛次 三 福井県 63 関西医 7 ヒョウドウ	トオル

兵藤　　透 四 神奈川県 58 鳥取

8 タケイシ	ヒロキ
武石　浩欣 五 神奈川県 44 東海大 8 キリサワ	トモコ

桐澤　知子 五 大阪府 41 広島大歯

9 ハマダ	カヨ
濱田　佳世 四 高知県 46 藤田保衛 9 キリサワ	トモコ

桐澤　知子 五 大阪府 41 広島大歯

10 バンドウ	ミチヤ
坂東　道哉 四 東京都 48 岐阜医 10 アマノ	カズシ

天野　一志 五 宮崎県 42 徳島大

11 ホソギ	シンゴ
細木　信吾 四 高知県 47 岡山大 11 オオニシ	ツカサ

大西　　司 五 東京都 57 昭和医

12 タニガミ	ヒロノブ
谷上　博信 四 兵庫県 57 大阪大 12 アシダ	ヒカル

芦田　　光 五 京都府 68 大阪医大

13 フクダ	カズヒロ
福田　和弘 五 大阪府 55 三重大 13 シブヤ	セイ

渋谷　　整 四 香川県 48 川崎医

14 ミタ	シュウジ
箕田　修治 五 熊本県 61 熊本大 14 マキノ	トモカズ

牧野　智和 四 兵庫県 52 徳島大

15 ヨシダ	アツシ
吉田　　純 六 福岡県 45 久留米大 15 イシヤマ	ユウイチ石山　雄一 五 神奈川県 32 東海大

16 ネモト	タカアキ
根本　隆章 五 神奈川県 36 聖マリアンヌ 16 マスダ	ケンタロウ

増田健太郎 錬六 愛知県 43 藤田保衛

17 クボタ	ノブヒト
久保田暢人 六 兵庫県 41 岡山大 17 マスダ	ケンタロウ

増田健太郎 錬六 愛知県 43 藤田保衛

18 ヤマナカ	シンゴ
山中　伸悟 五 高知県 45 高知医 18 キタハマ	ヨシヒロ

北浜　義博 六 静岡県 47 浜松医

19 ササキ	カツヤ
佐々木克哉 五 徳島県 49 徳島大 19 カイ	ユタカ

甲斐　　豊 錬六 熊本県 55 熊本大

20 ナリタ	マサシ
成田　　雅 五 沖縄県 48 岩手医大 20 モリ	タカシ

森　　能史 六 大阪府 57 久留米医

21 ヤスダ	カツヒロ
安田　勝裕 五 徳島県 58 徳島歯 21 ユイ	カツユキ

由井　克之 五 長崎県 60 信州大

22 ヤスダ	カツヒロ
安田　勝裕 五 徳島県 58 徳島歯 22 ヤマモト	ケンジ

山本　憲治 五 高知県 60 北大

23 ハヤシ	アキト
林　　明人 五 茨城県 60 順天堂医 23 シマサキ	セイジ

嶋﨑　聖二 錬六 高知県 55 昭和歯科

24 イサジ	シュウジ
伊佐地秀司 五 三重県 63 三重大 24 ミヤモトオサム

宮本　　修 六 香川 61 香川医

25 カンベ	キヨヒコ
神部　清彦 五 神奈川県 69 独協医 25 サノ	ジュンジロウ

佐野順次郎 六 東京都 67 札幌医

26 マツイ	ヒロシ
松井　　博 錬六 群馬県 47 高知医 26 ヤトミ	シュンタロウ

弥富俊太郎 錬七 東京都 56 高知医大

27 ノミヤマ	タカシ
野見山　崇 六 福岡県 46 順天堂医 27 アボ	タカフミ

阿保　貴章 五 長崎県 45 長崎大

28 オニヅカマサナリ
鬼塚　正成 六 長崎県 51 長崎大 28 カワカミ	タダシ

川上　　格 五 岩手県 46 山形大

56−5	=	51
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４月９日（日曜日）第２試合　第２試合場
赤 白

1 ナカイ	ナオコ
中井　尚子 六 東京都 53 1 ドイ	カツミ

土居　克三 五 広島県 44 浜松医

2 ナカイ	テツジ
中井　哲慈 六 東京都 55 防衛医 2 シムラ	シンイチロウ

志村信一郎 五 東京都 47 東海大

3 アベ	タダシ
阿部　　正 錬七 東京都 54 昭和大医 3 ミヤザキ	マサカズ

宮崎　眞和 五 京都府 48 大阪医大

4 ムタ	ミキヒサ
牟田　幹久 錬七 長崎県 57 久留米医 4 フクモト	タクオ

福本　卓夫 錬六 愛媛県 52 徳島大

5 オツジ	ミズト
尾辻　瑞人 六 東京都 55 千葉大 5 ワダ	テツナリ

和田　哲成 六 兵庫県 53 高知医大

6 シンドウ	ヒロシ
新藤　　寛 錬六 千葉県 56 千葉大 6 サトウ	コウイチロウ

佐藤幸一郎 錬六 宮城県 58 東海大

7 ナガノ	キミアキ
長野　公昭 錬六 三重県 58 順天堂医 7 サクマ	ヒロシ

佐久間　洋 錬六 埼玉県 59 独協医

8 シノハラ	ヒサミツ
篠原　永光 錬七 香川 42 徳島大 8 クラツ	シゲユキ

倉都　滋之 教七 大阪府 56 徳島大

9 ツカモト	ヒロヒサ
塚本　林巧 教七 大分県 49 岡山大歯 9 オオイワ	マコト

大岩　　真 錬七 茨城県 52 奥羽大歯

10 イシイ	ヤスタカ
石井　靖隆 錬七 京都府 54 鳥取大 10 カサマツ	ノリオ

笠松　紀雄 錬七 静岡県 61 千葉大

11 イシハマ	ヒデノブ
石濱　英暢 教七 香川県 55 日本医大 11 ナガヤマ	モリタカ

永山　盛隆 錬七 沖縄県 60 名古屋大

12 ノムラヒデアキ
野村　秀明 錬七 兵庫県 63 神戸大 12 ナカムラ	シゲキ

中村　茂樹 錬七 新潟県 60 新潟大

13 フクシマ	タカユキ
福島　孝幸 教七 千葉県 56 日大歯 13 ホリエ	タカシ

堀江　　貴 教七 島根県 61 鳥取大

14 オギショウ	ノリユキ荻荘　則幸 教七 新潟県 60 弘前 14 オクシマ	ノリヒコ
奥島　憲彦 教七 沖縄県 62 熊本大

15 ハタケヤマ	シゲキ
畠山　茂毅 錬七 香川県 62 徳島大 15 カン	ヨシユキ

菅　　義行 教七 岩手県 61 帝京大

16 シノハラ	ヨシトモ
篠原　義智 練七 東京都 64 新潟大 16 シバタ	カズヤ

柴田　和弥 教七 大阪府 60 防衛医大

17 ヤギ	カズノリ
八木　和徳 教七 新潟県 66 新潟大 17 ヒダカ	ヒサミツ

日高　久光 教七 福岡県 68 久留米

18 ニシモト	タカシ
西本　　孝 七 大阪府 68 大阪医大 18 カバシマ	テイゾウ

椛島　悌蔵 教七 茨城県 70 東京医歯

19 オケダ	トシミツ
桶田　俊光 教七 福岡県 67 九州大 19 オオネ	ヒロノブ

大祢　廣伸 教七 茨城県 69 昭和大

20 オギワラ	イチロウ
荻原　一郎 教七 東京都 60 慈恵医大 20 ミヤサカ	マサユキ宮坂　昌之 教七 大阪府 69 京都大

21 エダシゲ	キヨウイチ枝重　恭一 教七 高知県 67 大阪医大 21 タニオカ	ツネオ
谷岡　恒雄 教七 大阪府 71 大阪大

22 タニキ	トシカツ
谷木　利勝 教七 高知県 68 徳島大 22 オオネ	ヒロノブ

大祢　廣伸 教七 茨城県 69 昭和大

23 モロキ	ノブト
萬木　信人 教七 長崎県 68 長崎大 23 ナガノ	タクゾウ

長野　拓三 教七 大阪府 74 鳥取医

24 モロキ	ノブト
萬木　信人 教七 長崎県 68 長崎大 24 シミズ	コウジ

清水　浩二 教七 神奈川県 64 昭和医

25 ハマ	ヒロキ
濱　　弘毅 教七 東京都 75 慈恵会医 25 カノ	モトノリ

加野　資典 教七 福岡県 75 九州大

26 ハマ	ヒロキ
濱　　弘毅 教七 東京都 75 慈恵会医 26 ナガノ	タクゾウ

長野　拓三 教七 大阪府 74 鳥取医

27 ナカヤマ	ヒサオ
中山　尚夫 教七 三重県 77 三重県立 27 イナムラ	ユキオ

稲村　征夫 教七 東京都 75 東京医歯

28 イトウ	ヤスノリ
伊藤　保憲 教七 香川県 75 岡山大 28 ヤマモト	シンイチロウ山本晋一郎 教七 岡山県 75 岡山大

29 サトウ	ヨシノリ
佐藤　義典 教七 兵庫県 80 徳島大 29 ヤマモト	シンイチロウ山本晋一郎 教七 岡山県 75 岡山大
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高知大会　参加者
カ　ナ 氏　名 段位 都道府県 年齢 出身大学

1 アシダ	ヒカル 芦田　　光 五 京都府 68 大阪医大
2 アボ	タカフミ 阿保　貴章 五 長崎県 45 長崎大
3 アベ	タダシ 阿部　　正 錬六 東京都 54 昭和大医
4 アマノ	カズシ 天野　一志 五 宮崎県 42 徳島大 1
5 イサジ	シュウジ 伊佐地秀司 五 三重県 63 三重大
6 イシイ	ヤスタカ 石井　靖隆 錬七 京都府 54 鳥取大
7 イシカワ	ハジメ 石川　　原 五 滋賀県 47 近畿大学
8 イシハマ	ヒデノブ 石濱　英暢 教七 香川県 55 日本医大
9 イシヤマユウイチ 石山　雄一 五 神奈川県 32 東海大
10 イトウ	ヤスノリ 伊藤　保憲 教七 香川県 75 岡山大
11 イナムラ	ユキオ 稲村　征夫 教七 東京都 75 東京医歯
12 イワサカ	ジュンジ 岩坂　潤二 四 大阪府 46 関西医科 1
13 エダシゲ	キヨウイチ 枝重　恭一 教七 高知県 67 大阪医大
14 オオイワ	マコト 大岩　　真 錬七 茨城県 52 奥羽大歯
15 オオニシ	ツカサ 大西　　司 五 東京都 57 昭和医
16 オギショウ	ノリユキ 荻荘　則幸 教七 新潟県 60 弘前
17 オギワラ	イチロウ 荻原　一郎 教七 東京都 60 慈恵医大
18 オクシマ	ノリヒコ 奥島　憲彦 教七 沖縄県 62 熊本大
19 オケダ	トシミツ 桶田　俊光 教七 福岡県 67 九州大
20 オツジ	ミズト 尾辻　瑞人 六 東京都 55 千葉大
21 オニヅカマサナリ 鬼塚　正成 六 長崎県 51 長崎大
22 オオネ	ヒロノブ 大祢　廣伸 教七 茨城県 69 昭和大
23 カイ	ユタカ 甲斐　　豊 錬六 熊本県 55 熊本大
24 カガミヤマ	ヒロユキ 鏡山　博行 錬七 兵庫県 81 大阪大
25 カサマツ	ノリオ 笠松　紀雄 錬七 静岡県 61 千葉大
26 カタヤマ	カンジ 片山　寛次 三 福井県 63 関西医
27 カノ	モトノリ 加野　資典 教七 福岡県 75 九州大
28 カバシマ	テイゾウ 椛島　悌蔵 教七 茨城県 70 東京医歯
29 カワカミ	タダシ 川上　　格 五 岩手県 46 山形大
30 カン	ヨシユキ 菅　　義行 教七 岩手県 61 帝京大
31 カンベ	キヨヒコ 神部　清彦 五 神奈川県 69 独協医
32 キタハマ	ヨシヒロ 北浜　義博 六 静岡県 47 浜松医
33 キリサワ	トモコ 桐澤　知子 五 大阪府 41 広島大歯
34 クサガヤ	ヒロミツ 草谷　洋光 錬六 東京都 58 東京医科歯
35 クボタ	ノブヒト 久保田暢人 六 兵庫県 41 岡山大
36 クラツ	シゲユキ 倉都　滋之 教七 大阪府 56 徳島大
37 コバヤシ	シゲタカ 小林　繁貴 初 沖縄県 31 琉球大
38 サカタ	カツミ 坂田　勝巳 六 神奈川県 53 三重大
39 サクマ	ヒロシ 佐久間　洋 錬六 埼玉県 59 独協医
40 ササキ	カツヤ 佐々木克哉 五 徳島県 49 徳島大
41 サトウ	コウイチロウ 佐藤幸一郎 錬六 宮城県 58 東海大
42 サトウ	ヨシノリ 佐藤　義典 教七 兵庫県 80 徳島大
43 サノ	ジュンジロウ 佐野順次郎 六 東京都 67 札幌医
44 シノハラヒサミツ 篠原　永光 錬七 香川 42 徳島大 1
45 シノハラ	ヨシトモ 篠原　義智 練七 東京都 64 新潟大
46 シマサキ	セイジ 嶋﨑　聖二 錬六 高知県 55 昭和歯科 1
47 シバタ	カズヤ 柴田　和弥 教七 大阪府 60 防衛医大
48 シブヤ	セイ 渋谷　　整 四 香川県 48 川崎医
49 シミズ	コウジ 清水　浩二 教七 神奈川県 64 昭和医
50 シムラ	シンイチロウ 志村信一郎 五 東京都 47 東海大
51 シンドウ	ヒロシ 新藤　　寛 錬六 千葉県 56 千葉大
52 タカハシマサキ 高橋　正樹 四 高知県 36 昭和歯 1
53 タケイシ	ヒロキ 武石　浩欣 五 神奈川県 44 東海大
54 タニオカ	ツネオ 谷岡　恒雄 教七 大阪府 71 大阪大
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55 タニガミ	ヒロノブ 谷上　博信 四 兵庫県 57 大阪大
56 タニキ	トシカツ 谷木　利勝 教七 高知県 68 徳島大
57 ツカモト	ヒロヒサ 塚本　林巧 教七 大分県 49 岡山大歯 1
58 ドイ	カツミ 土居　克三 五 広島県 44 浜松医
59 ナカイ	テツジ 中井　哲慈 六 東京都 55 防衛医
60 ナカイ	ナオコ 中井　尚子 六 東京都 53 1
61 ナガノ	タクゾウ 長野　拓三 教七 大阪府 74 鳥取医
62 ナガノ	キミアキ 長野　公昭 錬六 三重県 58 順天堂医
63 ナカムラ	シゲキ 中村　茂樹 錬七 新潟県 60 新潟大
64 ナカヤマ	ヒサオ 中山　尚夫 教七 三重県 77 三重県立
65 ナガヤマ	モリタカ 永山　盛隆 錬七 沖縄県 60 名古屋大
66 ナリタ	マサシ 成田　　雅 五 沖縄県 48 岩手医
67 ニシモト	タカシ 西本　　孝 七 大阪府 68 大阪医大
68 ネモト	タカアキ 根本　隆章 五 神奈川県 36 聖マリアンヌ
69 ノミヤマ	ススム 野見山　延 教八 神奈川県 71 九州大
70 ノミヤマ	タカシ 野見山　崇 六 福岡県 46 順天堂医
71 ノムラ	ヒデアキ 野村　秀明 錬七 兵庫県 63 神戸大 1
72 ハタケヤマ	シゲキ 畠山　茂毅 錬七 香川県 62 徳島大
73 ハマ	ヒロキ 濱　　弘毅 教七 東京都 75 慈恵会医
74 ハマダ	カヨ 濱田　佳世 四 高知県 46 藤田保衛 1
75 ハヤシ	アキト 林　　明人 五 茨城県 60 順天堂医
76 バンドウ	ミチヤ 坂東　道哉 四 東京都 48 岐阜医
77 ヒダカ	ヒサミツ 日高　久光 教七 福岡県 68 久留米
78 ヒョウドウ	トオル 兵藤　　透 四 神奈川県 58 鳥取
79 フクザワ	ツヨシ 福澤　　毅 四 神奈川県 32 東海大学 1
80 フクシマ	タカユキ 福島　孝幸 教七 千葉県 56 日大歯
81 フクダ	カズヒロ 福田　和弘 五 大阪府 54 三重大
82 フクモト	タクオ 福本　卓夫 錬六 愛媛県 52 徳島大
83 ホソギ	シンゴ 細木　信吾 四 高知県 17 岡山大 1
84 マキノ	トモカズ 牧野　智和 四 兵庫県 52 徳島大
85 マスダ	ケンタロウ 増田健太郎 錬六 愛知県 43 藤田保衛 1
86 マツイ	ダイスケ 松井　大輔 四 京都府 35 鶴見大歯
87 マツイ	ヒロシ 松井　　博 錬六 群馬県 47 高知医
88 マツシタ	ナオヤ 松下　正矢 三 愛知県 41 名古屋大 1
89 ミタ	シュウジ 箕田　修治 五 熊本県 61 熊本大
90 ミヤサカ	ノブユキ 宮坂　信之 教七 東京都 69 東京医歯
91 ミヤサカ	マサユキ 宮坂　昌之 教七 大阪府 69 京都大
92 ミヤザキ	アツシ 宮﨑　敦史 三 宮城県 51 東北大
93 ミヤザキ	マサカズ 宮崎　眞和 五 京都府 48 大阪医大
94 ミヤモト	オサム 宮本　　修 六 香川 61 香川医
95 ムタ	ミキヒサ 牟田　幹久 錬七 長崎県 57 久留米医 1
96 モリ	タカシ 森　　能史 六 大阪府 57 久留米医
97 モリカワ	ノボル 森川　　昇 三 京都府 30 近畿大医
98 モロキ	ノブト 萬木　信人 教七 長崎県 68 長崎大
99 ヤギ	カズノリ 八木　和徳 教七 新潟県 66 新潟大
100 ヤスダ	カツヒロ 安田　勝裕 五 徳島県 58 徳島歯
101 ヤトミ	シュンタロウ 弥富俊太郎 錬七 東京都 56 高知医大 1
102 ヤマダ	タカヨシ 山田　高義 四 高知県 44 香川医
103 ヤマナカ	シンゴ 山中　伸悟 五 高知県 45 高知医 1
104 ヤマモト	ケンジ 山本　憲治 五 高知県 60 北大
105 ヤマモト	シンイチロウ 山本晋一郎 教七 岡山県 75 岡山大
106 ユイ	カツユキ 由井　克之 五 長崎県 60 信州大
107 ユムラ	マサヒト 湯村　正仁 範八 鳥取県 75 鳥取医大
108 ヨシダ	アツシ 吉田　　純 六 福岡県 45 久留米大
109 ワダ	テツナリ 和田　哲成 六 兵庫県 53 高知医大
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ローズ薬局
〒781-2105 高知県吾川郡いの町新町36

ＴＥＬ	088-850-4485
ＦＡＸ	088-850-4486
竹　井　優　子

たけい薬局
〒780-0046 高知県高知市伊勢崎町13番9号

ＴＥＬ	088-856-6522
ＦＡＸ	088-856-6533
竹　井　正　生
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効能・効果、用法・用量、
警告、禁忌を含む使用上
の注意等については、
製品添付文書をご参照
ください。

選択的DPP-4阻害薬/ビグアナイド系薬配合剤
（2型糖尿病治療薬）

薬価基準収載処方箋医薬品注意̶医師等の処方箋により使用すること
ビルダグリプチン/メトホルミン塩酸塩配合錠

劇薬

2016年10月作成

EQM A4 枠 1_4 BW 161013-D

nas_seisaku/な行/に/日本医学広告社/00000_ノバルティス（広告）/CM/EQM/BW/EQM A4枠1_4 BW 161013-D/EQM A4枠1_4 BW 161013-D.ai
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●四国調剤はるの薬局 ●四国調剤ふくい薬局 ●四国調剤よさこい薬局
高知市春野芳原1316-2 高知市福井扇町1179-1 高知市塚ノ原1

●四国調剤やえもん薬局 ●四国調剤しののめ薬局 ●四国調剤山北薬局
高知市北久保2-39 高知市東雲町8-48 香南市香我美町山北1305-2

●四国調剤くれだ薬局 ●四国調剤あさひ薬局 ●四国調剤あさひ薬局２号店
南国市久礼田101-13 土佐山田町東本町4-1-36 土佐山田町東本町2-2-41

●アルファ薬局 ●アルファ薬局香南店 ●ポピー薬局
高知市中宝永町7-5 香南市赤岡町2067-1 高知市福井町1734-6

●四国調剤薬局日赤通り店 ●四国調剤薬局さんばし店 ●四国調剤りょうま薬局
高知市新本町2-13-50 高知市桟橋通2-7-7 高知市高須2-18-11

●四国調剤薬局しのはら店 ●四国調剤薬局南国店 ●四国調剤四万十薬局
南国市篠原1887-3 南国市大埇甲1210-3 四万十市渡川1-2-51

●さつき薬局大膳町店 ●さつき薬局 ●なのはな薬局
高知市大膳町40 高知市塚ノ原37-18 高知市大膳町30-2

〒780-0061　高知市栄田町3ー7ー2Ｎ.Ｓ.トラントビル5Ｆ　☏088-826-2537

四国調剤グループ
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2015年9月作成EE1509-2

高齢の患者様、そして介護する方々の負担を減らすため、
わたしたちは様々なバリアフリー製剤を
開発・提供してきました。
すべての人のQOLの向上を目指し、
心を込めたバリアフリーをこれからも追求していきます。

エルメッド エーザイ企業広告1C　A7(74x105mm)

湿
製
錠

や
が
て

大
き
な
幹
と
な
る
。

医療用医薬品での“バリアフリー”を
わたしたちは育てています。

0120-223-698
エーザイhhcホットライン

（受付時間：平日9：00～18：00／土日・祝日：9：00～17：00）
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2015 年 11 月作成

遺伝子組み換え技術による
始開売販の」品薬医オイバ「          

「ジェネリック医薬品」の販売開始

「先発医薬品」の販売開始

富士フイルム ファーマは

多様な医療のニーズに応える医薬品を提供するため、

常に新しいステージに向かって進んでいます。

総合ヘルスケアカンパニーに向けて新しいステージを進む、

これからの私たちにご期待ください。
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◆ ご協賛金を頂いた方々 ◆

西本　　孝

伊藤　保憲

守　　正英

森　　一水

高松　和永

細木　　稔
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回次 開催年月日 開　　　催　　　地 備　　　考
第 01 回 S34 東京（後楽園・全剣連・中央道場） 初代会長：伊藤京逸
第 02 回 S38 大阪（大阪城内・修道館） 大会会長：伊藤京逸
第 03 回 S42.	4.	1 名古屋（名鉄体育館） 大会会長：伊藤京逸
第 03 回 S44.	8.	15 東京（衆議院第一議員会館剣道場） 大会会長：伊藤京逸
第 04 回 S44.	8.	15 仙台（県立スポーツセンター） 大会会長：松川金七
第 05 回 S45.	10.	24 京都（武徳殿） 大会会長：高岡謙次
第 06 回 S46.	4.	3 東京（武道館） 大会会長：伊藤京逸
第 07 回 S47.	9.	15 高知 大会会長：川田茂宏

大会終了後の会議にて高岡謙次先生が連盟会長
第 08 回 S48.	10.	13 札幌（札幌体育館） 大会委員長：内藤詩郎
第 09 回 S49.	5.	25 熊本（県武道館） 大会委員長：笹原　登
第 10 回 S50.	4.	6 京都（武徳殿） 大会委員長：重城良一
第 11 回 S51.	5.	16 新潟（県立総合体育館） 大会委員長：外山司郎
第 12 回 S52.	11.	13 下関（市立山ノ田中学校体育館） 大会委員長：桃崎正香
第 13 回 S53.	9.	23 名古屋（愛知県スポーツ会館） 大会委員長：三輪田薫
第 14 回 S54.	4.	8 東京（東京慈恵医科大学体育館） 大会委員長：海老原千春
第 15 回 S55.	5.	25 長崎（市民体育館） 大会委員長：前田信良
第 16 回 S56.	11.	7 静岡（市民体育館） 大会委員長：内田智康
第 17 回 S57.	10.	10 広島キリンビール広島工場体育館 大会委員長：藤井　実
第 18 回 S58.	4.	9 大阪久保田鉄工中央体育館 大会委員長：中村周吉郎
第 19 回 S59.	10.	27 − 28 岡山岡山武道館 大会委員長：日下　連
第 20 回 S60.	9.	15 千葉千葉県武道館 大会委員長：綿貫重雄
第 21 回 S61.	9.	14 京都京都市武道センター 大会会長：根本浩介
第 22 回 S62.	4.	4 東京東京医科大学記念会館 大会会長：大禰一郎
第 23 回 S63.	9.	11 米子市民体育館 大会会長：中曽栄吾
第 24 回 H1.	9.	15 仙台県武道館 大会会長：鈴木仁一
第 25 回 H2.	9.	23 茨城つくば第 3県民センター 大会会長：大禰一郎

第 26 回 H3.	4.	17 京都京都市武道センター 大会会長：横関誠夫
運営委員長：横関保彦

第 27 回 H4.	9.	27 高松高松市総合体育館 大会会長：畠瀬　治
運営委員長：伊藤保憲

第 28 回 H5.	10.	10 福岡県立久留米体育館 大会会長：熊丸　治
運営委員長：加野資典

第 29 回 H6.	10.	16 東京東京医科大学記念会館
大会会長：宮地誠
大会副会長：山崎衛
運営委員長：伊藤元明

第 30 回 H7.	4.	9 愛知江南市民会館 大会会長：村瀬守男
運営委員長：吉尾豪

第 31 回 H8.	9.	22 沖縄沖縄県立武道館 大会会長：永山　薫
運営委員長：永山盛隆
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回次 開催年月日 開　　　催　　　地 備　　　考

第 32 回 H9.	9.	14 岩手岩手県武道館 大会会長：中村好和
実行委員長：小西　一

第 33 回 H10.	11.	21 − 22 鹿児島鹿児島アリーナ 大会会長：楠元忠雄
実行委員長：諸木浩一

第 34 回 H11.	4.	3 東京東京医科大学記念会館 大会会長：山崎　衛
運営委員長：伊藤元明

第 35 回 H12.	4.	15 − 16 広島広島総合体育館
大会会長：十河勝正
大会副会長：瀬尾憲司
運営委員長：渋川哲治

第 36 回 H13.	4.	17 熊本熊本大学総合体育館 大会会長：笹原　登
事務局長：由布雅夫

第 37 回 H14.	9.	14 − 15 札幌札幌市総合体育館 大会会長：道下俊一
第 38 回 H15.	4.	5 − 6 福岡宗像ユリックス 大会会長：加野資典

第 39 回 H16.	4.	17 − 18 大阪大阪コスモスクエア国際交流センター 大会会長：鏡山博行
運営委員長：長野拓三

第 40 回 H17.	4.	16 − 17 大分別府市民体育館 大会会長：広瀬信道
運営委員長：河野信一

第 41 回 H18.	4.	15 − 16 神奈川相模女子大体育館 大会会長：野見山　延

第 42 回 H19.	4.	7 − 8 大阪豊中市立体育館 大会会長：宮坂昌之
事務局長：西本　孝

第 43 回 H20.	4.	19 − 20 兵庫兵庫県立武道館 大会会長：松井英互
運営委員長：佐藤義典

第 44 回 H21.	5.	23 − 24 千葉千葉ポートアリーナ
大会会長：遠山富也
実行委員長：西嶋　浩
事務局長：長尾啓一

第 45 回 H22.	4.	10 − 11 伊勢三重県営サンアリーナ 大会会長：中山尚夫

第 46 回 H.	23.	4.	9 − 10 東京東日本大震災により中止 大会会長：伊藤元明
運営委員長：荻原幸彦

第 47 回 H24.	4.	7 − 8 米子鳥取県立武道館 大会会長：飯塚幹夫
実行委員長：湯村正仁

第 48 回 H25.	6.	22 − 23 仙台仙台市青葉体育館 大会会長：今村幹雄
実行委員長：渡邉哲子

第 49 回 H26.	6.	5 − 6 長崎長崎県立総合体育館サブアリーナ 大会会長：萬木信人
実行委員長：吉田善春

第 50 回 H27.	4.	11 − 12 京都京都市武道センター 大会会長：吉村了勇
実行委員長：西本知二

第 51 回 H28.	4.	11 − 12 茨城つくばカピオ 大会会長：大祢廣伸
実行委員長：林　明人

第 52 回 H29.	4.	8 − 9 高知高知県立武道館 大会会長：谷木利勝
実行委員長：枝重恭一
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「第 53 回全日本医師剣道大会
いざ、いわて北上大会」のご案内

大会会長　菅　　義行

　第 52 回全日本医師剣道大会高知大会の開催心よりお慶び申
し上げます。
　さて、平成 30 年 4 月 14 日（土）15 日（日）に岩手県北上
市に於きまして「第 53 回全日本医師剣道大会　いざ、いわて
北上大会」を開催する運びとなりました。岩手での開催は平成
9年、中村好和先生が大会会長をされて以来 2度目になります。
今回開催されます北上市は平成 28 年に行われました「希望郷
いわて国体」の主会場でした。今大会では国体優勝選手の方々
や県内の八段の先生方にお越し頂く予定となっております。
　岩手県は山、海と雄大な大自然に囲まれた国内最大級の広大

で肥沃な県土であり、岩手県最高峰で南部片富士とも呼ばれる「岩手山」をはじめとする
奥羽山系・北上山系の美しい山々が見られ、「八幡平」、「花巻」など旅の疲れを癒してく
れる温泉郷が数多くあります。沿岸部にはリアス式海岸で有名な「陸中海岸国立公園」な
ど壮大な海の景観が見られます。新鮮な魚介類が豊富であり、「あまちゃん」により有名
になりました三陸鉄道からは美しいリアス式海岸がご覧頂けます。
　また、世界遺産である中尊寺金色堂を有する「平泉の文化遺産」並びに橋野鉄鉱山を含
む「明治日本の産業革命遺産」は観光スポットとして人気があります。
　いわてゆかりの人には文化人も多く、童話作家の宮沢賢治、詩人の石川啄木、「武士道」
の著者であります新渡戸稲造、総理大臣を務めた原敬、米内光政等多くの政治家も輩出し
ております。
　平成 23 年の東日本震災時には多くの先生方からご心配のお声と多大なるご支援を頂き
ました。今度は私たちが真心こもったおもてなしで感謝の気持ちをお伝えする機会だと
思っております。
　大会時期は長い冬から春へと移り変わる非常にいい季節でございます。是非岩手の春を
感じて頂ければ幸いです。
　多くの先生方の御来県心よりお待ち申し上げております。
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